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PDQｍとは
＜Patient Demographics Query for Mobile＞の略で、患者情報の検索を行うための、IHE*にて
策定された統合プロファイル**の一つとなります。

これまで、患者情報の検索には、HL7 Ver.2.5の＜PDQ＞やHL7 Ver.3の＜PDQV3＞が利用され
ていました。モバイルやブラウザなどでも利用しやすいよう、HL7FHIR***を利用した患者検索
が求められるため、HL7FHIRに対応した＜PDQｍ＞が策定されました。

*＜Integrating the Healthcare Enterprise＞の略で、医療情報システムの相互接続性を推進する国際的なプロジェクト。
日本では日本IHE協会（IHE-J）が運営。

**放射線や循環器などの分野ごとの技術定義書（テクニカルフレームワーク）にて、業務シナリオごとにまとめたもの。
PDQmはテクニカルフレームワーク「ITインフラストラクチャ」にて、「患者情報の検索」のシナリオとして定義されている。

***HL7FHIRは、2025年度から全国で運用予定の＜電子カルテ情報共有サービス＞でも、診療情報のデータ形式に採用される
予定です。
 ※現時点では、同サービスにて患者情報の検索を行うためのインターフェースは用意されておりません。PDQmで採用されている
患者情報（Patientリソース）は利用される予定です。
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参考）IHE-Jコネクタソン

IHEのテクニカルフレームワーク（技術文書）に準拠した実
装を行い、他ベンダとの接続検証を行います
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https://www.hl7.jp/docs/80seminar_2_HL7.pdf

※コネクタソンの会場
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PDQmでできること
患者情報の検索や、検索結果による患者情報の提供。

検索には、名前や生年月日など、様々な検索キーが使用可。

（HL7FHIRに準拠しているため、）HTTPによるデータ連携。
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データ連携イメージ

患者情報を検索したい
システム・人

患者情報を提供する
システム・人
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IHEが制定している、IT InfrastructureのTechnical 
Frameworkを参照すれば、実装方法がわかる。

https://profiles.ihe.net/ITI/TF/Volume2/ITI-78.html
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Patient Demograhics Consumer
（患者情報を検索するシステム・人）

Patient Demograhics Supplier
（患者情報を提供するシステム・人）

リポジトリ

（患者情報や検査
結果など）

HL7FHIRクライアント HL7FHIRサーバ

②２名ヒットしました。（リソースIDは
「123」と「98765」）

①姓が山田、誕生日が1970/1/1の男
性の方は登録されていますか？

③リソースIDが123の患者情報をください

④リソースIDが123の患者情報を送ります
患者の検索（①）と、取得したリソースIDから該
当する患者の送信依頼（③）を実装します

検索結果の返却（②）と患者情報の返却
（④）を実装します

※患者検索で該当患者が２名いた場合の例です。

※ここで、２名のうち、リソースID「123」が検

索しかった患者情報であることを、画面等
で確認
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①姓が山田、誕生日が1970/1/1の男性の方は登録されていますか？

GET http://192.168.1.70/ssi-fhir/patient?family=山田&birthdate=1970-01-01T00:00&gender=male

②２名ヒットしました。

※後述のスライド参照。

③リソースID「123」の患者情報をください。

 GET http://test.com/fhir/patient/123

④リソースIDが123の患者情報を送ります。

※後述のスライド参照。
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http://192.168.1.70/ssi-fhir/patient?family=%E5%B1%B1%E7%94%B0&birthdate=1970-01-01T00:00&gender=male
http://test.com/fhir/patient/123


※②の電文

途中割愛

←検索したかった患者
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続き

以降割愛



https://jpfhir.jp/fhir/core/1.1.1/Patient-jp-patient-example-1.json.html

続き

途中割愛

リソースID 123

途中割愛

※④の電文
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以降割愛



PDQmの審査内容（2023年度の場合）

※IHE-Jコネクタソン参加資料より
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※IHE-Jコネクタソン参加資料より
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※IHE-Jコネクタソン参加資料より



15

※IHE-Jコネクタソン参加資料より



例）
http://abcserver/Patient/123

→患者ID 123の患者情報をください、
というリクエストとなります
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※IHE-Jコネクタソン参加資料より

http://abcserver/Patient/123


コネクタソンのPDQm検証シナリオ（2023年度の場合）
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※IHE-Jコネクタソン参加資料より



弊社の対応
Patient Demographics Consumer

下記のホームページを参考に実装。
 https://profiles.ihe.net/ITI/PDQm/index.html

Patient Demographics Supplier

HAPI （オープンソースソフトウェア）を利用。 ※ログ出力以外のカスタマイズなし

※GitHubからダウンロード。下記のREADME.mdを参考に構築。
https://github.com/hapifhir/hapi-fhir-jpaserver-starter

※事前に患者情報を登録しておく必要あり。
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https://profiles.ihe.net/ITI/PDQm/index.html
https://github.com/hapifhir/hapi-fhir-jpaserver-starter


所感
・ Patient Demographics Consumer（FHIRクライアント）の実装については、HL7FHIRの特徴であ
るHTTPを利用した連携のため、非常に簡単だった。（Web技術者がいれば簡単に対応）

・電文の検証機能（バリデーション）は実装不要であったが、実際の連携では必要。
※検証は審査員が実施。
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参考
コネクタソンについて（2024年度）

https://www.ihe-j.org/events/connectathon-2024/

日本IHE協会について
https://www.ihe-j.org/

HL7FHIRの仕様について（日本版のベース仕様「JP-Core」）
https://jpfhir.jp/fhir/core/index.html

HL7FHIRの仕様について（ベース仕様）
https://www.hl7.org/fhir/
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https://www.ihe-j.org/events/connectathon-2024/
https://www.ihe-j.org/
https://jpfhir.jp/fhir/core/index.html
https://www.hl7.org/fhir/


ご清聴ありがとうございました
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